
中小企業におけるＩＴ活用の新しい支援サービス

有限会社ベストプラクティス

平成１７年０３月０４日



■ＩＴ業界に関する現状認識

■ＩＴ活用に関する現状認識

■中小企業のＩＴ活用における課題点

■中小企業のＩＴ化の現状

■結論としてＩＴベンダーに求められるサービス形態

■ベストプラクティスからのご提案

■貴社の抱えている課題と解決策を１日で整理できます

本日のご説明内容



ＩＴ業界に関する現状認識

ＩＴ業界での最近の変化・・・・・・・・・

システムの影響範囲

システムの効果領域

システム導入時の狙い

システム導入の成功率

ハードウェア価格

システムの利用者

システム化の推進力

ベンダー

開発納期

開発方法

パッケージ商品数

システムの寿命

ＩＴスタッフのビジネス・スキル

ＩＴスタッフの必要スキル項目

システムの経営への影響

項目 かつて 最近

高い 安い

特定少数者 不特定多数者

企業規模・財務的体力 企業体質・企画力

シングル・ベンダー マルチ・ベンダー

長い 短い

カスタム・メイド レディ・メイド

少ない 豊富

長い 短い

多少必要 必須

少ない 多い

小さい 大きい

狭い 広い

特定の業務領域 経営全般

業務の自動化 ビジネスのやり方

高い ？？？？



●技術の進展により、ＩＴの活用は企業規模から知恵・工夫力にシフトしている。

●しかし、技術の高度化・複雑化により、顧客の選択はより困難になって来ている。

●そして、真のＩＴの活用の目的が明確化されずに導入されるケースが多い。

●そのうえ、トップ（社長）の参加意識が薄く、専門家まかせになっている。

●更に、上流工程の整理が不充分なままシステム開発に入っている。

●結果として、システムを導入してもなかなか効果があがらないケースが多い。

ＩＴ活用に関する現状認識

世の中では７０％のシステム化は失敗と言われています!!



中小企業のＩＴ活用における課題点

●システム化を企画立案し推進する人材がいない。

●経営戦略や経営計画とシステム化戦略・計画が連携されていない。

●事前に効果目標を持たないでシステム化されている。

●社内に専門家が少ないためＩＴベンダーにまかせっきりになっている。

●複数の製品やベンダーを比較検討するだけの時間的・資金的・人的余裕がない。

●経営改革には本当にＩＴが必要なのかその本質が良く理解できない。

●親身になってくれる相談相手がいない。

●今後、どこにどれだけ投資をすれば最も有効なのか分からない。

「人材」、「資金」、「理解」、「相談相手」

４つの「無い」が本当に有効なＩＴ活用を阻害しています!!



中小企業のＩＴ化の現状（１）

パソコンの導入

インターネット導入

電子メール等コミュニケーション実施

ホームページ開設による情報発信

情報収集のためのWebページ活用

社員に対するIT教育・研修

データベース検索による情報収集

イントラネット導入

電子掲示板・会議室、スケジュール共有

社外アドバイザーの活用

モバイル・コンピューティング

その他
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H15
H14
H13

%

ＩＴＩＴＩＴＩＴ化化化化へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況

パソコン、インターネット、電子メール等の基本的な機能は導入済みだが、
新技術を使いこなすまでには至っていないのが実情である。



中小企業のＩＴ化の現状（２）

会計管理

販売管理（ＰＯＳを含む）

人事給与管理

購買管理（仕入れ管理）

在庫管理

原価管理

設計管理（ＣＡＤ／ＣＡＭ含む）

生産管理（生産計画）

物流管理

その他

0 20 40 60 80 100

H15
H14
H13

業務系業務系業務系業務系システムシステムシステムシステムのののの導入度導入度導入度導入度

単一業務の適用はある程度進んでいるが、複合業務への適用はまだまだ。

%



中小企業のＩＴ化の現状（３）

社内情報系社内情報系社内情報系社内情報系システムシステムシステムシステムのののの導入度導入度導入度導入度

社内情報系システムの導入は、業務系に比べて非常に遅れている。かなり
効果の期待できる領域だが、社内文化を変えることへの抵抗感か。

事務連絡システム

文書共有システム

業務報告システム（日報）

スケジュール共有システム

電子掲示板・会議室

電子決済システム

ナレッジマネージメント

その他

0 20 40 60 80 100 %



中小企業のＩＴ化の現状（４）

ＩＴＩＴＩＴＩＴ導入導入導入導入のののの効果及効果及効果及効果及びびびび影響影響影響影響

処理量処理量処理量処理量

スピードスピードスピードスピード

品質品質品質品質

財務財務財務財務

①事務処理の業務量

②連絡・伝達の業務量

③会議の頻度・時間量

④業務遂行の速度量

⑤連絡・伝達の速度

⑥意思決定の速度

⑦経営判断の質

⑧商品開発・研究開発の

⑨販売・サービスの質

⑩売上

⑪利益

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

増加した
やや増加した
変わらない
やや減少した
減少した
無回答

%

経営課題解決や目標達成の為の「新しいプロセス」の導入が必要。



中小企業のＩＴ化の現状（５）

ＩＴＩＴＩＴＩＴ導入導入導入導入によりによりによりにより改善改善改善改善、、、、改革改革改革改革をををを「「「「期待期待期待期待するものするものするものするもの」」」」

%

従来型の定型業務の生産性向上がトップではあるが、自社のビジネス拡大
へのＩＴ活用の期待が高いのが見受けられる。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

期待している
やや期待している
どちらでもない
あまり期待していない
期待していない
無回答

①事務等、定型業務の
生産性向上

②企画・開発等、非定　

型業務の生産性向上

③経営判断、事業展開
のスピードアップ

④業務プロセス全体の
再構築（ＢＰＲ）

⑤社内コミュニケーションの活性
化や情報・知識の蓄積・共有

⑥顧客や取引先との緊密な連携

⑦顧客ニーズの迅速・
的確な把握

⑧商品・サービスの高度化によ
る顧客満足度の向上



結論としてＩＴベンダーに求められるサービス形態

自由に選べるＩＴ化のワンストップサービス

しかも最小の投資リスクで

そして効果を保証

中小企業のＩＴ化の様々な課題に対応し



自由に選べるＩＴ化のワンストップサービス

中小企業中小企業中小企業中小企業

ＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯ

経営経営経営経営・・・・情報情報情報情報
コンサルタントコンサルタントコンサルタントコンサルタント

ＨＨＨＨ/ＳＳＳＳベンダーベンダーベンダーベンダー

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア
開発企業開発企業開発企業開発企業

当事業主体当事業主体当事業主体当事業主体発注 ｺﾝｻﾙ依頼

対処依頼

発注

システム構築依頼

サービス提供サービス提供

商品・サービス提供 サービス提供

最終責任主体
投資効果分析・予測
連携推進
ＩＴ導入教育
各種アドバイザーの役割

リスク算定
経営助言
経営計画策定
情報化計画策定
要件定義
パッケージ選定・助言

デスクトップサービス

ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」



最小のリスクで効果は保証

当事業主体当事業主体当事業主体当事業主体

●投資をしても、本当に思った効果が出るのか？

●どこに頼めばうまく行くのだろうか？

●目標の達成度はどうやって測れば良いのだろうか？

●どこから手をつけていけば良いのだろう？

経営者経営者経営者経営者のののの決断決断決断決断ととととリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップがががが成功成功成功成功のののの鍵鍵鍵鍵ですですですです

■■■■経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略ととととＩＴＩＴＩＴＩＴ化戦略化戦略化戦略化戦略をををを連携連携連携連携させるさせるさせるさせる

■■■■ＩＴＩＴＩＴＩＴ活用活用活用活用によるによるによるによる効果目標効果目標効果目標効果目標をををを立立立立てるてるてるてる

■■■■あれもこれもであれもこれもであれもこれもであれもこれもで無無無無くくくく、、、、目的目的目的目的をををを絞絞絞絞るるるる

■■■■プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトがががが成功成功成功成功してしてしてして、、、、期待期待期待期待したしたしたした成果成果成果成果がががが
得得得得られてられてられてられて初初初初めてめてめてめて費用費用費用費用をををを頂頂頂頂きますのできますのできますのできますので、、、、失敗失敗失敗失敗
ののののリスクリスクリスクリスクがががが最小最小最小最小にににに抑抑抑抑えられますえられますえられますえられます!!

おおおお客様客様客様客様

ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」



ご提供するサービス

■成功報酬型ＩＴ化支援サービス

■成果報酬型ＩＴ化支援サービス

■アドバイザー派遣サービス

お客様と合意した成功の指標を達成した場合にのみ支払いが発生

お客様と合意した定量効果が出た場合に、成果の額に応じた支払いが発生

単なるコンサルティングでなく、お客様と共にお客様の立場でＩＴ化のプロジェクト
の計画から実行までを主体的に遂行

■オプション・サービス
「ヘルプデスク・サービス」「運用支援サービス」「リテラシー研修サービス」

ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」



成功及び成果とは

成果とは、お客様と当事業主体によりあらかじめ合意された、ＩＴ
活用による経営課題や業務改善の解決策により得られるビジネ
ス上の定量化された効果を言う。

成功とは、お客様と当事業主体によりあらかじめ合意された、ＩＴ
活用による経営課題や業務改善の解決策により達成される効果
指標を満たすことを言う。

●営業員の生産性向上率

●間接人員の削減率

●在庫削減量

●生産リードタイムの短縮量
　●顧客満足度向上ポイント　　等々　

●ビジネス拡大効果（売り上げ増）

●コスト削減効果

ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」



当社の役割、お客様の役割

当社の役割 お客様の役割

■プロジェクトの総責任者

■投資効果の分析・予測手法の提供

■最適ソリューションの選定

■ソリューション提供企業との連携

ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」

■リスク・マネージメント

■お客様との総合窓口

■プロジェクト体制の確立

■ＩＴ化による目標の設定

■企画・計画・業務分析への参画

■成功・成果の目標設定

■効果測定

■経営の課題特定とＩＴ活用計画



お客様にとってのメリット

ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」

■財務的リスクを最小に抑えることが可能

■様々なベンダーとの個別交渉をする必要性がなくなる

■様々なＩＴソリューションの調査選定という煩わしさからの開放

■効果を出す、という本質的な作業に専念できる

■効果が保証される

■経営とＩＴ活用の連携された戦略が明確化され長期の効果が見える

元気の出るＩＴ活用の道が開ける!!



ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」

ベストプラクティスが提供するネットワークの活用

ｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝをををを求求求求めているめているめているめている企業企業企業企業ﾕｰｻﾕｰｻﾕｰｻﾕｰｻﾞ゙゙゙ｰーーー ｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝをををを提供提供提供提供しているしているしているしているベンダーベンダーベンダーベンダー企業企業企業企業
相談相談相談相談・・・・提案提案提案提案

(eCASKET)

提案提案提案提案ＤＢＤＢＤＢＤＢ

●●●●提案提案提案提案するするするするソリューションソリューションソリューションソリューション
●●●●事例事例事例事例
●●●●導入計画導入計画導入計画導入計画とととと概略概略概略概略コストコストコストコスト

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

ソリューションソリューションソリューションソリューション企業企業企業企業
からのからのからのからの提案提案提案提案・・・・回答回答回答回答

相談相談相談相談SPOCSPOCSPOCSPOC

フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム

ユーザーユーザーユーザーユーザー企業企業企業企業
からのからのからのからの相談相談相談相談

まずは貴社のＩＴ活用の悩みに

ベストプラクティスのネットワークがお応え致します!!



ベストプラクティスからのご提案「成果・成功報酬型情報化支援」

ｅラーニングによるＩＴリテラシー向上講座の活用

■経営者も含めた企業の情報リテラシー向上の為に!!

講座： ・経営変革におけるｅビジネスの価値（開講済み）

・企業経営と情報システム（３月末開講予定）

・製造業における情報システム（随時開講予定）

■企業の営業力強化のために!!

■企業独自の社員教育コース開発の支援!!



貴社の抱えている課題と解決策を１日で整理できます

Business Planning Session

コストコストコストコスト（（（（販管費率販管費率販管費率販管費率））））

売

上

高

（

（

コストコストコストコスト（（（（販管費率販管費率販管費率販管費率））））

売

上

高

（

（

例えば、四象限のチャートで現
在自分の置かれている位置と
将来行くべき位置を目標として
確認。

現在現在現在現在ののののポジションポジションポジションポジション

目標目標目標目標ののののポジションポジションポジションポジション

目標と現状のギャッ
プを正しく認識。こ
れが重要課題や問
題点の源泉。

施策施策施策施策

施策施策施策施策



貴社の抱えている課題と解決策を１日で整理できます

Business Planning Session

今後の経営戦
略とビジネス
施策

セッションセッションセッションセッション・・・・リーダーリーダーリーダーリーダー

参加参加参加参加メンバーメンバーメンバーメンバー

書記書記書記書記

スポンサースポンサースポンサースポンサー



貴社の抱えている課題と解決策を１日で整理できます

Business Planning Session

従来の会議方式の弊害を排除した新しい討議の運営方式です。

●怪　　議

●一方通行

●集団責任不明確制度

●３Ｓ

●真剣討議・創造性発揮

●両方通行・共通理解

●計画遂行責任明確化

●セッション・リーダーによる運営

考考考考ええええ、、、、創造創造創造創造しししし、、、、決定決定決定決定するするするする場場場場



貴社の抱えている課題と解決策を１日で整理できます

Business Planning Session

テーマ（＝大目標）

利益構築基盤の強化

目標：経常利益率対前年比２０％向上

革新的な

製造原価の実現

基本課題＃１

市場に即応した

開発体制の実現

基本課題＃２

提案型営業

体制の確立

基本課題＃３

明確な

製品戦略の確立

基本課題＃４

課題＃１－１：調達コストの抜本的な削減
Ｐ１　：　サプライヤーの選定の問題

Ｐ２　：　サプライヤーとのコミュニケーションの問題

Ｐ３　：　部品の体系化・共通化の問題

Ｐ４　：　内作・外作の問題

Ｐ５　：　工場内ライン構成の問題　　等々

課題＃１－２：製造生産性の３０％向上

このレベルはテーマ（＝大目標）
に対する阻害要因（＝問題点）
として捉えるるよりは目標達成
の為の重要課題として捉えた
方が良い！！

★

★
要要要要はははは解決策解決策解決策解決策ががががイメージイメージイメージイメージできるようなできるようなできるようなできるような原因原因原因原因
までまでまでまで討議討議討議討議できできできでき、、、、それがそれがそれがそれがメンバーメンバーメンバーメンバー全員全員全員全員でででで合合合合
意意意意・・・・納得納得納得納得できればできればできればできれば良良良良いいいい訳訳訳訳であるであるであるである

このレベルは基本課題の展課題開
として捉えても良いし、基本課題達
成の阻害要因である問題点と捉え
ても良い

★



本日の内容を是非検討頂きたくお願い申し上げます

弊社ホームページを是非ご覧下さい

http://www.b-practice.com

ｅラーニング「ｅビジネスの価値」のデモを是非ご覧下さい

http://www.b-practice.com/e-learn/elearn-yokoku.htm
(USERID:BBST_demo   PASSWORD:demoでLOGIN下さい）

Business Planning Session １日コースをご利用希望の方は

是非ご一報下さい

info@b-practice.com


